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幾度となく危機を乗り越えてきた株式市場
ポイント① 世界株安継続でナスダックは安値

世界的な株安が続いています。4月26⽇の米国株
式市場では主要3株価指数が大きく下落し、ハイテ
ク株比率が高いナスダック総合株価指数は前⽇比
4.0％安となりました。同指数は3月14⽇につけた
年初来安値を更新し、2020年12月以来の安値
水準にまで下落しました。足元では、①ロシアによる
軍事侵攻長期化への懸念、②中国のコロナ感染
再拡大に伴う同国景気の失速・供給網混乱長期
化への懸念、③米利上げ加速による米景気の先
行きへの懸念など、不確実性要因の多さが世界の
株式市場全体の重しになっているとみられます。

ただ、過去を振り返ると、株式市場は幾度となく危
機を乗り越えてきたことを忘れてはなりません。21世
紀に入って以降、9.11同時多発テロや、リーマン・
ショック、チャイナ・ショック、米中対立激化、コロナ・
ショックなど様々な危機に直面してきましたが、株価
は全てそれを乗り越えてきました（右上図）。

ポイント② 危機後も企業利益は拡大してきた

人類にはピンチをチャンスに変えて、世の中をより良く
すべく更なる成長を促す力があります。過去の危機
の後には再び企業利益は成長過程に回帰しており、
リーマン・ショック後の米IT大手のイノベーション、直
近のコロナ・ショック後のデジタル革命の急速な浸透
などは記憶に新しいと思います（右下図）。

現在上述した様々な不確実性が存在しますが、現
時点ではそうした逆風下でも2024年末に向けて企
業利益の成長が⾒込まれています（同図）。危
機的な状況におかれている最中では、不安心理が
先行しがちですが、そうした時こそ長期⽬線に立って、
客観的に物事を捉え、投資を行なっていくことが肝
要といえます。

世界株とS&P500種株価指数

世界株とS&P500種株価指数のEPS（1株当たり利益）

期間：2001年1月5⽇～2022年4月26⽇、週次
・世界株はMSCI All Country World Index、米ドルベース
（出所）Bloombergより野村アセットマネジメント作成

期間：2000年末～2024年末、年次
・世界株はMSCI All Country World Index、米ドルベース
・EPSの実線は実績EPS
・〇印は2022年末、2023年末、2024年末時点の予想EPS（Bloomberg予想、2022
年4月26⽇時点）
（出所）Bloombergより野村アセットマネジメント作成
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